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森

林

整

備

の

進

捗

状

況

７

月

末

で

組

合

の

令

和

３

年

事

業

年

度

の

折

り

返

し

地

点

に

差

し

掛

か

ろ

う

と

し

て

お

り

ま

す

。

町

内

の

森

林

整

備

は

順

調

に

進

行

し

て

お

り

、

７

月

１

６

日

現

在

の

進

捗

状

況

と

今

後

の

整

備

予

定

箇

所

は

次

の

通

り

で

す

。

【

完

了

箇

所

（

間

伐

面

積

・

６

６

．

５

㌶

）

】

志

和

賀

地

区

・

後

山

・

大

日

向

四

ツ

谷

地

区

・

積

谷

、

上

ミ

ノ

谷

、

井

ノ

谷

生

畑

地

区

・

小

津

谷

、

ヲ

モ

谷

中

世

木

地

区

・

千

切

迫

、

空

ヶ

谷

殿

田

地

区

・

向

山

【

施

業

中

の

箇

所

（

間

伐

面

積

・

５

５

㌶

）

】

田

原

地

区

・

宮

ノ

奥

四

ツ

谷

地

区

・

積

谷

奥

生

畑

地

区

・

岡

ノ

谷

、

大

犬

飼

木

住

地

区

・

小

犬

飼

、

亀

ケ

谷

【

調

査

中

の

箇

所

（

面

積

・

３

５

㌶

）

】

胡

麻

地

区

・

政

迫

、

好

谷

、

平

迫

四

ツ

谷

地

区

・

久

保

田

ノ

上

生

畑

地

区

・

峠

谷

、

ツ

ヅ

ラ

【

】

（

）

調

査

を

行

う

予

定

箇

所

面

積

・

３

７

㌶

志

和

賀

地

区

・

東

岡

田

原

地

区

・

旅

谷

西

平

四

ツ

谷

地

区

・

平

ノ

上

生

畑

地

区

・

神

ノ

谷

、

中

山

中

世

木

地

区

・

空

ヶ

谷

、

東

山

天

若

地

区

・

西

ミ

ノ

谷

、

桂

ヶ

谷

調

査

予

定

の

箇

所

に

つ

い

て

は

、

８

月

以

降

順

次

調

査

を

開

始

す

る

予

定

で

す

。

以

上

が

現

在

の

森

林

整

備

の

進

捗

状

況

に

な

り

ま

す

。

皆

様

の

地

域

に

伺

っ

た

際

に

は

、

境

界

確

認

な

ど

ご

協

力

い

た

だ

け

れ

ば

幸

い

で

す

。

ウ

ッ

ド

シ

ョ

ッ

ク

に

つ

い

て

報

道

番

組

や

新

聞

ネ

ッ

ト

ニ

ュ

ー

ス

で

ウ

、

『

ッ

ド

シ

ョ

ッ

ク

』

と

い

う

言

葉

を

、

見

た

り

聞

い

た

り

さ

れ

た

方

も

お

ら

れ

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

高

騰

し

て

い

る

木

材

価

格

の

状

況

を

、

１

９

７

３

年

に

発

生

し

た

『

オ

イ

ル

シ

ョ

ッ

ク

』

に

な

ぞ

ら

え

た

言

葉

で

す

。

特

に

高

騰

し

て

い

る

の

が

桧

材

で

、

６

月

２

３

日

付

け

の

日

刊

木

材

新

聞

に

よ

り

ま

す

と

、

熊

本

県

内

木

材

市

場

の

桧

丸

太

価

格

（

柱

・

土

台

取

り

）

が

１

立

方

メ

ー

ト

ル

あ

た

り

３

万

２

９

０

０

円

と

１

９

８

９

年

以

来

の

価

格

と

な

り

、

ま

た

６

月

３

０

日

付

け

の

同

新

聞

に

よ

る

と

、

愛

媛

県

や

大

分

県

の

木

材

市

場

で

何

と

４

万

円

を

越

え

た

と

い

う

こ

と

で

す

。

こ

こ

ま

で

高

騰

す

る

と

、

今

度

は

こ

れ

が

い

つ

ま

で

続

く

の

だ

ろ

う

か

。

反

落

し

て

大

暴

落

す

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

と

考

え

て

し

ま

い

ま

す

。

正

直

、

こ

の

先

ど

う

な

る

の

か

予

想

が

つ

か

な

い

と

い

う

の

が

本

音

で

す

が

、

現

時

点

で

の

分

か

る

範

囲

の

情

報

を

お

届

け

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

ま

ず

、

今

回

の

木

材

価

格

高

騰

の

主

要

因

と

な

っ

た

、

ア

メ

リ

カ

の

木

材

需

要

の

増

加

に

つ

い

て

で

す

が

、

コ

ロ

ナ

禍

に

端

を

発

し

た

住

宅

着

工

数

の

増

加

は

４

月

以

降

に

な

っ

て

落

ち

着
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き

を

取

り

戻

し

て

き

た

よ

う

で

す

。

ま

た

、

巣

ご

も

り

に

よ

る

Ｄ

Ｉ

Ｙ

需

要

も

、

ワ

ク

チ

ン

接

種

の

普

及

に

よ

る

行

動

制

限

の

緩

和

か

ら

一

段

落

し

、

ア

メ

リ

カ

国

内

の

木

材

需

要

全

体

を

見

て

も

、

少

し

落

ち

着

き

を

取

り

戻

し

て

い

る

よ

う

で

す

。

た

だ

、

落

ち

着

い

て

き

た

と

は

い

え

、

日

本

向

け

輸

出

材

の

価

格

は

高

騰

が

続

い

て

お

り

、

我

が

国

の

木

材

業

界

へ

の

影

響

は

今

後

も

続

き

そ

う

で

す

。

、

、

次

に

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

か

ら

の

輸

入

材

で

す

が

価

格

の

上

昇

が

続

き

、

さ

ら

に

は

輸

入

量

も

メ

ー

カ

ー

の

要

望

の

半

分

に

も

満

た

な

い

と

い

う

こ

と

で

、

こ

ち

ら

も

日

本

市

場

へ

の

影

響

は

続

き

そ

う

で

す

。

こ

れ

ら

の

影

響

か

ら

、

日

本

の

住

宅

建

築

業

界

で

は

、

住

宅

部

材

を

購

入

し

よ

う

に

も

価

格

が

高

す

ぎ

た

り

、

品

薄

で

手

に

入

ら

な

か

っ

た

り

し

て

、

工

事

に

着

工

出

来

な

い

ケ

ー

ス

も

出

て

き

て

い

る

と

の

こ

と

で

す

。

事

実

、

私

の

自

宅

近

く

で

宅

地

造

成

さ

れ

た

土

地

が

、

造

成

か

ら

し

ば

ら

く

立

っ

た

今

で

も

一

向

に

工

事

が

始

ま

ら

ず

。

そ

の

理

由

が

木

材

の

品

薄

と

高

騰

か

ら

部

材

が

確

保

出

来

ず

に

着

工

出

来

な

い

で

い

る

と

の

こ

と

で

す

。

ア

メ

リ

カ

国

内

の

木

材

需

要

の

落

ち

着

き

な

ど

を

考

え

る

と

、

世

界

的

に

は

少

し

落

ち

着

い

て

き

そ

う

な

気

配

で

は

あ

り

ま

す

が

、

木

材

価

格

は

あ

る

程

度

の

高

値

を

キ

ー

プ

し

た

ま

ま

、

年

末

に

向

か

っ

て

い

く

の

で

は

な

い

か

と

い

う

の

が

、

大

方

の

予

想

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

た

だ

、

事

の

発

端

と

な

っ

た

コ

ロ

ナ

ウ

ィ

ル

ス

の

感

染

も

、

今

だ

収

束

す

る

見

通

し

が

あ

り

ま

せ

ん

の

で

、

今

後

大

き

く

変

わ

る

可

能

性

も

あ

り

ま

す

。

木

材

需

要

や

価

格

の

動

向

に

つ

い

て

は

、

次

号

で

も

引

き

続

き

お

知

ら

せ

し

て

い

き

ま

す

。

（

６

月

３

０

日

付

・

日

刊

木

材

新

聞

）

立

木

販

売

の

注

意

点

こ

こ

数

年

、

近

隣

市

町

村

の

森

林

で

立

っ

て

い

る

木

を

全

て

伐

採

す

る

『

皆

伐

施

業

』

を

目

に

す

る

こ

と

が

増

え

ま

し

た

。

木

材

価

格

が

高

騰

し

て

い

る

今

な

ら

、

全

部

伐

っ

て

し

ま

お

う

と

思

わ

れ

る

方

が

更

に

増

え

て

も

不

思

議

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

た

だ

、

注

意

し

て

い

た

だ

か

な

け

れ

ば

い

け

な

い

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

そ

の

１

つ

目

が

、

立

っ

て

い

る

木

を

全

て

伐

っ

て

し

ま

っ

た

場

合

に

は

、

森

林

法

に

よ

り

植

林

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

義

務

が

課

せ

ら

れ

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

２

つ

目

が

、

過

去

５

年

以

内

に

間

伐

を

し

て

補

助

金

を

受

け

ら

れ

た

森

林

に

お

い

て

は

、

皆

伐

を

し

て

し

ま

う

と

、

受

け

た

補

助

金

全

額

の

返

還

を

命

じ

ら

れ

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

も

し

現

時

点

で

皆

伐

施

業

を

予

定

し

て

お

ら

れ

る

場

合

は

、

一

度

森

林

組

合

ま

で

ご

相

談

く

だ

さ

れ

ば

、

補

助

金

の

需

給

時

期

な

ど

詳

細

を

調

べ

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。
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や

り

ま

す

！

大

感

謝

祭

！

！

『

』

『

』

『

』

『

』

森森森森

のののの

道

具

屋

道

具

屋

道

具

屋

道

具

屋

・・・・

大

感

謝

祭

大

感

謝

祭

大

感

謝

祭

大

感

謝

祭

７７７７

月月月月

３

１

３

１

３

１

３

１

日日日日

（（（（

土土土土

・・・・

８８８８

月月月月

１１１１

日日日日

（（（（

日日日日

））））

））））

９９９９

時時時時

０

０

０

０

０

０

０

０

分分分分

～～～～

１

６

１

６

１

６

１

６

時時時時

３

０

３

０

３

０

３

０

分分分分

『

、

』

『

、

』

『

、

』

『

、

』

小

型

機

械

整

備

小

型

機

械

整

備

小

型

機

械

整

備

小

型

機

械

整

備

・・・・

点

検

目

立

点

検

目

立

点

検

目

立

点

検

目

立

てててて

！！！！

無

料

無

料

無

料

無

料

今

年

は

や

り

ま

す

！

機

械

の

無

料

「

点

検

・

整

備

、

目

立

て

（

但

し

部

品

代

は

別

途

頂

戴

」

。

）

、

し

ま

す

草

刈

り

機

や

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

な

ど

こ

れ

か

ら

使

用

頻

度

が

増

す

こ

れ

ら

の

機

械

を

こ

の

機

会

に

点

検

・

整

備

し

ま

し

ょ

う

！

『『『『

マ

キ

タ

・

マ

キ

タ

・

マ

キ

タ

・

マ

キ

タ

・

充

電

式

保

冷

温

庫

充

電

式

保

冷

温

庫

充

電

式

保

冷

温

庫

充

電

式

保

冷

温

庫

』』』』

今

年

の

目

玉

商

品

は

こ

れ

で

す

！

→→→→

「

コ

ロ

ナ

禍

で

ア

ウ

ト

ド

ア

や

キ

ャ

ン

プ

の

機

会

が

増

え

た

「

お

盆

に

孫

達

が

帰

っ

て

」

、

く

る

け

ど

、

密

に

な

る

し

外

で

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

し

よ

か

」

と

い

う

方

々

に

是

非

お

勧

め

し

た

い

商

品

で

す

。

保

冷

は

マ

イ

ナ

ス

１

８

℃

～

１

０

℃

の

５

段

階

で

、

飲

み

物

は

も

ち

ろ

ん

マ

ス

ク

用

保

冷

剤

や

タ

オ

ル

も

保

冷

や

冷

凍

が

可

能

で

す

。

保

温

は

５

５

～

６

０

℃

ま

で

の

２

段

階

。

５

０

０

㎖

の

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

が

２

０

本

も

入

る

大

容

量

。

〇

使

用

時

間

の

目

安

外

気

温

３

０

℃

（

夏

場

）

の

場

合

マ

イ

ナ

ス

１

８

℃

設

定

時

：

約

５

時

間

５

℃

設

定

時

：

約

１

７

時

間

外

気

温

０

℃

（

冬

場

）

の

場

合

６

０

℃

設

定

時

：

約

４

時

間

た

だ

し

、

１

８

ｖ

バ

ッ

テ

リ

ー

を

２

個

使

用

の

場

合

の

目

安

と

な

り

ま

す

。

ま

た

、

自

動

車

シ

ガ

ー

ラ

イ

タ

ー

ソ

ケ

ッ

ト

や

家

庭

用

電

源

１

０

０

ｖ

で

も

使

用

可

能

で

す

。

さ

ら

に

は

、

Ｕ

Ｓ

Ｂ

機

器

の

充

電

も

可

能

で

、

携

帯

電

話

の

突

然

の

電

池

切

れ

に

も

対

応

出

来

る

優

れ

も

の

で

す

。

こ

の

機

会

に

是

非

お

求

め

下

さ

い

。

『『『『

草

刈

草

刈

草

刈

草

刈

りりりり

機

買

機

買

機

買

機

買

いいいい

替替替替

ええええ

』』』』

応

援

応

援

応

援

応

援

セ

ー

ル

セ

ー

ル

セ

ー

ル

セ

ー

ル

！！！！

「

草

刈

り

機

も

ボ

チ

ボ

チ

買

い

替

え

な

あ

か

ん

か

な

ぁ

」

っ

て

思

っ

て

い

る

方

必

見

！

こ

の

機

会

を

見

逃

さ

な

い

で

！

！

「

」

、

「

」

、

ル

ー

プ

ハ

ン

ド

ル

両

手

ハ

ン

ド

ル

「

背

負

い

式

「

自

走

式

「

手

押

し

式

」

」

、

」

、

と

各

種

取

り

揃

え

て

お

り

ま

す

の

で

、

き

っ

と

お

気

に

入

り

の

１

台

が

見

つ

か

る

は

ず

で

す

。

（

手

押

し

式

）

（

背

負

い

式

）

『

Ｈ

Ｏ

Ｍ

Ｅ

Ａ

Ｌ

Ｓ

Ｏ

Ｋ

』

『

Ｈ

Ｏ

Ｍ

Ｅ

Ａ

Ｌ

Ｓ

Ｏ

Ｋ

』

『

Ｈ

Ｏ

Ｍ

Ｅ

Ａ

Ｌ

Ｓ

Ｏ

Ｋ

』

『

Ｈ

Ｏ

Ｍ

Ｅ

Ａ

Ｌ

Ｓ

Ｏ

Ｋ

』

今

回

の

感

謝

祭

に

は

こ

ん

な

会

社

も

参

加

し

ま

す

。

そ

れ

は

、

総

合

警

備

保

障

会

社

Ａ

Ｌ

Ｓ

Ｏ

Ｋ

で

す

。

感

謝

祭

期

間

中

、

担

当

者

が

常

駐

し

て

「

高

齢

世

帯

の

み

ま

も

り

サ

ポ

ー

ト

」

を

ご

案

内

い

た

し

ま

す

。

「

親

が

心

配

や

け

ど

仕

事

が

あ

る

か

ら

頻

繁

に

は

帰

ら

れ

へ

ん

し

「

一

人

の

時

に

、

何

」

、

か

あ

っ

た

ら

と

思

う

と

心

配

で

す

」

な

ど

、

実
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家

の

ご

両

親

が

心

配

で

あ

っ

た

り

、

一

人

暮

ら

し

の

方

で

、

も

し

何

か

あ

っ

た

ら

と

不

安

を

抱

か

れ

て

い

た

り

す

る

方

々

に

お

勧

め

で

す

。

外

出

、

帰

宅

を

ご

家

族

に

メ

ー

ル

で

知

ら

せ

た

り

、

万

が

一

の

緊

急

時

に

は

ボ

タ

ン

ひ

と

つ

で

駆

け

つ

け

ま

す

。

健

康

に

つ

い

て

少

し

で

も

不

安

な

こ

と

が

あ

れ

ば

、

２

４

時

間

い

つ

で

も

電

話

相

談

が

可

能

で

す

。

気

に

な

る

方

が

お

ら

れ

ま

し

た

ら

、

こ

の

機

会

に

内

容

説

明

だ

け

で

も

聞

か

れ

て

み

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

か

。

『『『『

刃

物

市

刃

物

市

刃

物

市

刃

物

市

・・・・

刃

研

刃

研

刃

研

刃

研

ぎぎぎぎ

』』』』

毎

回

皆

様

か

ら

ご

好

評

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

、

刃

物

販

売

と

刃

研

ぎ

（

２

～

３

週

間

の

お

預

か

り

期

間

有

り

）

も

開

催

し

ま

す

。

沢

山

の

刃

物

や

関

連

商

品

が

揃

い

ま

す

の

で

、

是

非

ご

来

店

い

た

だ

き

手

に

取

っ

て

み

て

く

だ

さ

い

。

お

探

し

の

商

品

が

き

っ

と

見

つ

か

る

は

ず

で

す

。

感

謝

祭

の

土

日

開

催

は

１

年

振

り

で

、

多

く

の

お

客

様

に

喜

ん

で

い

た

だ

こ

う

と

、

職

員

一

同

準

備

を

進

め

て

お

り

ま

す

。

コ

ロ

ナ

感

染

対

（

）

、

策

手

指

消

毒

・

検

温

に

も

万

全

を

期

し

て

皆

様

の

ご

来

店

心

よ

り

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。

、

、

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

も

ご

来

店

の

際

は

マ

ス

ク

を

着

用

し

て

い

た

だ

く

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

※

南

丹

市

プ

レ

ミ

ア

ム

商

品

券

で

の

御

支

払

も

可

能

で

す

。

（

近

藤

）

山

林

異

動

届

等

の

提

出

に

つ

い

て

森

林

だ

よ

り

で

は

お

馴

染

み

の

内

容

と

な

っ

て

お

り

ま

す

が

、

次

の

よ

う

な

事

柄

に

つ

い

て

該

当

さ

れ

る

方

が

お

ら

れ

ま

し

た

ら

、

組

合

ま

で

ご

連

絡

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

●

名

義

人

が

高

齢

な

ど

の

理

由

で

家

族

内

で

名

義

を

変

更

し

た

●

名

義

人

が

亡

く

な

り

相

続

を

し

た

●

売

買

・

贈

与

な

ど

で

山

の

面

積

が

増

え

た

り

、

減

っ

た

り

し

た

●

引

っ

越

し

を

し

て

住

所

が

変

更

に

な

っ

た

●

共

有

林

な

ど

の

代

表

者

や

会

計

責

任

者

が

変

更

に

な

っ

た

森

林

組

合

で

は

、

組

合

員

の

皆

様

と

の

繋

が

り

を

、

い

つ

ま

で

も

大

切

に

し

て

い

き

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

今

後

と

も

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

（

）

出

野

ハ

チ

駆

除

い

た

し

ま

す

昨

年

も

「

ハ

チ

駆

除

」

の

ご

依

頼

を

多

く

い

た

だ

き

、

森

林

組

合

で

駆

除

に

回

ら

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

ハ

チ

駆

除

専

門

の

業

者

も

増

え

て

き

て

い

る

み

た

い

で

す

が

、

聞

く

と

こ

ろ

に

よ

る

と

か

な

り

の

お

値

段

が

す

る

と

か

・

・

・

。

も

し

、

ご

自

宅

や

倉

庫

の

軒

下

、

近

く

の

木

の

根

元

な

ど

に

巣

を

見

つ

け

ら

れ

ま

し

た

ら

、

森

林

組

合

ま

で

お

気

軽

に

ご

連

絡

下

さ

い

。

担

当

者

が

現

地

確

認

の

上

、

見

積

り

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

そ

の

見

積

り

を

ご

確

認

い

た

だ

き

「

こ

れ

や

っ

た

ら

〇

〇

会

社

の

方

が

安

い

な

ぁ

」

と

い

う

こ

と

で

あ

れ

ば

、

御

断

り

い

た

だ

い

て

大

丈

夫

で

す

。

御

見

積

の

費

用

は

い

た

だ

き

ま

せ

ん

。

ハ

チ

は

秋

に

な

る

と

凶

暴

に

な

る

の

で

、

駆

除

は

早

け

れ

ば

早

い

ほ

ど

良

い

で

す

。

見

つ

け

。

（

）

次

第

ご

連

絡

く

だ

さ

い

近

藤

（

）

写

真

上

・

初

期

の

巣

写

真

下

・

秋

頃

の

巣
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殿

田

小

学

校

４

・

５

年

生

森

林

・

林

業

学

習

殿

田

小

学

校

か

ら

、

地

域

の

産

業

学

習

の

一

環

と

し

て

、

日

吉

町

の

林

業

に

つ

い

て

学

ば

せ

て

い

た

だ

け

な

い

か

と

ご

相

談

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

４

・

５

年

生

が

対

象

で

、

担

任

の

先

生

か

ら

は

「

子

供

た

ち

に

、

近

く

に

こ

ん

な

素

敵

な

仕

事

が

あ

る

ん

や

で

と

い

う

こ

と

を

知

っ

て

も

ら

い

た

い

ん

で

す

」

と

熱

い

思

い

を

い

た

。

だ

き

ま

し

た

。

プ

ラ

ン

ナ

ー

の

池

田

君

が

、

担

任

の

先

生

と

「

」

、

「

」

、

「

」

、

相

談

し

て

薪

割

り

間

伐

枝

打

ち

「

下

刈

り

「

植

林

」

を

体

験

し

て

も

ら

う

」

、

。

、

こ

と

に

し

ま

し

た

こ

れ

ら

の

体

験

を

通

じ

て

森

林

の

良

さ

や

林

業

と

い

う

仕

事

の

大

切

さ

と

、

季

節

に

よ

っ

て

作

業

す

る

内

容

が

替

わ

る

と

い

う

こ

と

を

知

っ

て

も

ら

お

う

と

考

え

ま

し

た

。一

番

最

初

の

体

験

は

「

薪

割

り

」

で

す

。

、

子

供

た

ち

に

は

本

当

の

薪

割

り

を

体

験

し

て

も

ら

い

た

く

、

悩

ん

だ

結

果

大

人

が

使

う

斧

を

使

っ

て

や

る

こ

と

に

し

ま

し

た

。

６

月

８

日

㈫

の

午

前

９

時

に

小

学

校

へ

伺

い

、

簡

単

に

森

林

組

合

の

活

動

を

紹

介

し

て

か

ら

薪

割

り

を

行

い

ま

し

た

。

最

初

に

注

意

事

項

と

絶

対

や

っ

て

は

い

け

な

い

こ

と

を

伝

え

、

２

班

に

分

か

れ

て

薪

割

り

体

験

ス

タ

ー

ト

で

す

。

正

直

、

男

の

子

は

大

丈

夫

で

も

、

女

の

子

は

ち

ょ

っ

と

難

し

い

だ

ろ

う

な

と

。

２

，

３

回

斧

を

振

る

っ

た

ら

「

こ

れ

は

ム

リ

で

す

」

と

言

う

か

と

思

っ

て

い

ま

し

た

。

と

こ

ろ

が

・

・

・

、

オ

リ

ャ

ー

オ

リ

ャ

ー

オ

リ

ャ

ー

オ

リ

ャ

ー

！！！！

ト

リ

ャ

ー

ト

リ

ャ

ー

ト

リ

ャ

ー

ト

リ

ャ

ー

！

！

！

！

！

！

！

！

く

そ

ー

く

そ

ー

く

そ

ー

く

そ

ー

、、、、

「

「

」

、

」

と

全

員

が

割

れ

る

ま

で

何

回

も

も

う

も

う

も

う

も

う

一

回

一

回

一

回

一

回

！！！！

斧

を

降

り

下

ろ

す

ん

で

す

こ

っ

ち

が

逆

に

大

。

「

丈

夫

か

助

け

よ

か

と

声

を

掛

け

て

も

イ

。

。

」

「

イ

で

す

。

大

丈

夫

で

す

」

と

諦

め

る

こ

と

な

。

く

、

な

ん

と

全

員

が

見

事

に

１

本

ず

つ

割

り

切

。

。

り

ま

し

た

何

と

も

た

く

ま

し

い

子

供

達

で

す

写

真

上

教

室

で

の

座

学

。

こ

の

座

学

も

お

お

い

に

盛

り

上

が

り

ま

し

た

。

写

真

下

。

、

薪

割

り

大

人

の

斧

を

目

一

杯

振

り

上

げ

て

丸

太

に

ズ

ド

ン

。

次

は

「

間

伐

」

で

す

。

６

月

２

３

日

㈬

の

午

前

９

時

に

小

学

校

に

伺

い

、

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

で

。

（

）

木

住

の

現

場

へ

倒

し

方

受

け

口

・

追

い

口

と

注

意

事

項

を

説

明

し

、

作

業

道

を

歩

い

て

い

ざ

林

内

へ

。

３

班

に

分

か

れ

て

、

一

人

ひ

と

り

が

倒

す

木

を

選

び

、

順

番

に

鋸

で

受

け

口

を

入

れ

て

・

・

・

と

、

こ

れ

が

大

変

。

斜

面

に

立

つ

と

い

う

こ

と

に

慣

れ

て

お

ら

ず

、

そ

の

慣

れ

て

い

な

い

姿

勢

で

鋸

を

使

う

と

い

う

こ

と

に

全

員

四

苦

八

苦

。

し

か

し

、

薪

割

り

同

様

諦

め

る

子

は

一

人

も

お

ら

ず

、

全

員

が

汗

だ

く

に

な

り

な

が

ら

も

見

事

一

人

１

本

を

伐

り

倒

し

ま

し

た

。

（

写

真

上

・

追

い

口

伐

り

写

真

下

・

最

後

の

一

押

し

。

全

員

汗

だ

く

）

鋸

で

１

本

を

伐

る

こ

と

が

大

変

だ

と

い

う

事

を

体

感

し

て

も

ら

っ

て

か

ら

、

生

畑

の

現

場

へ

移

動

し

、

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

と

ハ

ー

ベ

ス

タ

を

使

っ

て

伐

倒

し

て

い

る

作

業

を

見

学

し

て

も

ら

い

ま

し

た

。
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ハ

ー

ベ

ス

タ

で

立

木

を

伐

る

場

面

で

は

、

ハ

ー

ベ

ス

タ

が

立

木

を

掴

ん

だ

瞬

間

「

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

！

何

す

る

ん

。

も

し

か

し

て

そ

の

ま

ま

伐

ん

の

！

？

」

と

騒

然

とウウウウ

な

り

立

木

を

伐

っ

て

そ

の

ま

ま

玉

伐

る

と

。

「

」

と

大

興

ォ

ー

ォ

ー

ォ

ー

ォ

ー

！！！！

マ

ジ

か

ぁ

ー

マ

ジ

か

ぁ

ー

マ

ジ

か

ぁ

ー

マ

ジ

か

ぁ

ー

！！！！

す

げ

ぇ

ー

す

げ

ぇ

ー

す

げ

ぇ

ー

す

げ

ぇ

ー

！！！！

奮

「

も

う

１

本

、

も

う

１

本

！

」

と

ア

ン

コ

。

ー

ル

ま

で

飛

び

出

す

ほ

ど

で

し

た

。

「

薪

割

り

」

に

し

ろ

「

間

伐

」

に

し

ろ

、

こ

ち

ら

の

想

像

を

超

え

る

反

応

を

見

さ

せ

て

も

ら

い

、

ま

た

楽

し

み

な

が

ら

体

験

し

て

学

ん

で

も

ら

え

ま

し

た

。

残

り

の

枝

打

ち

や

植

林

作

業

も

安

全

第

一

で

子

供

た

ち

に

楽

し

ん

で

も

ら

い

、

森

林

や

林

業

の

事

を

学

ん

で

も

ら

い

た

い

と

思

い

ま

す

。

（

写

真

ハ

ー

ベ

ス

タ

の

作

業

を

見

学

。

こ

こ

で

ア

ン

コ

ー

ル

が

飛

び

出

）

し

ま

し

た

（

）

小

林

台

風

の

備

え

は

大

丈

夫

で

す

か

テ

レ

ビ

で

も

大

き

く

報

道

さ

れ

て

い

る

静

岡

県

熱

海

市

の

土

石

流

災

害

、

中

国

地

方

・

九

州

南

部

の

豪

雨

災

害

（

九

州

南

部

に

は

大

雨

特

別

警

報

が

発

令

）

と

、

梅

雨

終

盤

の

集

中

豪

雨

は

毎

年

の

事

と

な

り

ま

し

た

が

、

今

年

は

全

国

各

地

で

発

生

し

、

日

本

列

島

ど

こ

で

も

大

災

害

が

起

こ

る

状

況

に

な

っ

て

き

ま

し

た

。

夏

が

終

わ

れ

ば

、

今

度

は

台

風

シ

ー

ズ

ン

が

到

来

し

ま

す

。

ス

ー

パ

ー

台

風

と

言

わ

れ

る

超

大

型

の

台

風

が

、

ま

た

い

つ

京

都

府

を

襲

う

か

分

か

り

ま

せ

ん

。

ご

自

宅

裏

な

ど

に

「

こ

れ

が

倒

れ

た

ら

怖

い

な

ぁ

」

と

思

わ

れ

る

木

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

少

し

で

も

不

安

に

思

わ

れ

る

木

が

ご

ざ

い

ま

し

た

ら

、

お

気

軽

に

組

合

に

ご

相

談

下

さ

い

。

職

員

が

現

地

を

確

認

し

、

必

要

な

施

業

の

提

案

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

作

業

前

）

（

作

業

後

）

ま

た

、

今

は

そ

れ

ほ

ど

背

が

高

く

な

っ

て

い

な

い

木

で

も

、

数

年

も

す

る

と

驚

く

ほ

ど

高

く

な

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

脚

立

に

乗

れ

ば

届

く

高

さ

の

木

を

伐

る

の

と

、

高

所

作

業

車

や

ロ

ー

プ

を

使

っ

て

木

の

上

ま

で

登

っ

て

伐

る

の

と

で

は

、

伐

採

費

用

に

大

き

な

差

が

つ

き

ま

す

。

当

然

後

者

の

方

が

高

く

つ

き

ま

す

。

「

ま

ぁ

、

ま

だ

大

丈

夫

か

」

と

思

わ

ず

に

、

「

今

の

う

ち

に

伐

っ

と

く

か

」

と

思

っ

て

く

だ

さ

い

。

斜

面

が

急

で

あ

っ

た

り

、

高

齢

の

ご

両

親

し

か

住

ん

で

お

ら

れ

ず

、

低

い

木

で

も

伐

れ

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

れ

ば

、

組

合

で

伐

ら

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

高

い

低

い

関

係

な

く

、

気

が

か

り

な

木

が

ご

ざ

い

ま

し

た

ら

、

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

安

心

し

て

台

風

シ

ー

ズ

ン

を

過

ご

し

て

い

た

だ

け

る

よ

う

、

ご

協

力

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

小

林

）

（

写

真

・

町

内

で

発

生

し

た

倒

木

に

よ

る

家

屋

へ

の

被

害

）
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木

材

市

況

（資料提供・北桑木材センター R3,7,6）

土台取りが不足しス ギ 中目 ４ｍ×１８～２４ｃｍ

ているので高値〃 ４ｍ×２４～３０ｃｍ

柱 ３ｍ×１６～２０ｃｍ

ヒノキの合板材も〃 ６ｍ×１６～２０ｃｍ

良材 ４ｍ×２４ｃｍ上 高騰元木

ヒノキ 柱 ３ｍ×１６～２０ｃｍ

※左記の金額は1〃 ６ｍ×１６～２０ｃｍ

立法ﾒｰﾄﾙ当たりの中目 ４ｍ×１８～２４ｃｍ

金額です。土台 ４ｍ×１４～１６ｃｍ

元木 良材 ４ｍ、６ｍ共

￥12,000～14,000

￥15,000～16,000

￥15,000～18,000

￥15,000～18,000

￥25,000～30,000

￥16,000～18,000

￥20,000～22,000

￥30,000～33,000

￥25,000～26,000

￥40,000～50,000

あ

と

が

き

殿

田

小

学

校

の

森

林

・

林

業

学

習

は

、

子

供

た

ち

に

森

林

や

林

業

に

つ

い

て

学

ん

で

も

ら

う

場

で

す

が

、

私

が

多

く

を

学

ば

せ

て

い

た

だ

く

場

に

も

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

ず

学

ば

さ

れ

た

の

が

、

初

日

の

座

学

の

時

で

し

た

。

座

学

の

感

想

を

一

人

の

子

が

述

べ

よ

う

と

し

た

時

、

ク

ラ

ス

の

全

員

が

そ

の

子

を

見

た

ん

で

す

「

い

き

な

り

何

を

言

っ

て

る

ん

で

。

す

か

？

」

と

思

わ

れ

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

感

想

を

言

う

子

に

顔

だ

け

で

は

な

く

、

体

ご

と

を

向

け

て

聞

き

始

め

た

ん

で

す

。

凄

く

な

い

で

す

か

？

そ

れ

を

見

た

時

、

つ

い

小

声

で

「

お

ぉ

ぉ

」

と

言

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

薪

割

り

が

終

わ

っ

て

か

ら

子

供

た

ち

が

感

想

を

言

う

時

も

同

じ

で

す

。

教

室

で

あ

ろ

う

が

外

で

あ

ろ

う

が

変

わ

ら

ず

、

誰

か

が

発

言

し

よ

う

と

す

る

時

は

、

必

ず

全

員

が

そ

の

子

に

体

ご

と

向

け

て

話

を

聞

く

姿

勢

を

取

っ

て

い

ま

し

た

。

子

供

た

ち

か

ら

の

学

び

の

２

つ

目

は

、

ど

ん

な

こ

と

に

対

し

て

も

楽

し

み

な

が

ら

、

ま

た

、

楽

し

み

を

生

み

出

し

な

が

ら

過

ご

す

と

い

う

こ

と

で

す

。

と

言

う

の

も

、

間

伐

体

験

で

、

伐

り

倒

し

た

木

が

少

し

宙

に

浮

い

た

状

態

に

な

っ

て

い

た

の

で

す

が

、

そ

れ

を

見

る

や

い

な

や

「

ト

ラ

ン

ポ

リ

ン

や

ぁ

」

と

言

っ

て

、

上

に

乗

っ

て

遊

び

始

め

ま

し

た

。

ま

た

、

別

の

子

は

倒

れ

た

木

に

ま

た

が

っ

て

、

滑

り

台

の

よ

う

に

し

て

遊

ん

で

い

ま

し

た

。

そ

の

場

の

モ

ノ

を

直

ぐ

に

遊

び

道

具

、

。

に

変

え

て

し

ま

う

ま

さ

に

遊

び

の

天

才

で

す

ど

ん

な

こ

と

で

も

目

一

杯

楽

し

く

過

ご

し

て

い

る

子

た

ち

を

見

る

と

、

自

分

も

日

々

仕

事

や

そ

れ

以

外

の

時

間

で

も

こ

う

有

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

た

だ

、

間

伐

体

験

が

終

わ

っ

た

後

子

供

た

ち

「

、

」

に

さ

学

校

帰

っ

た

ら

楽

し

い

勉

強

や

な

ぁ

と

言

う

と

「

う

わ

ぁ

、

最

悪

や

ぁ

。

勉

強

嫌

、

や

ぁ

」

と

。

子

供

た

ち

で

も

楽

し

め

な

い

こ

と

は

あ

る

み

た

い

で

す

(

笑

)

。

（

小

林

）


